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(57)【要約】
【課題】
　半透過液晶表示装置において、薄型化と反射コントラ
スト比を向上させることが可能な液晶表示装置を提供す
ることである。
【解決手段】
　第１の基板と、第２の基板と、前記第１及び第２の基
板に挟持された液晶層と、前記第１の基板の前記液晶層
と反対側に配置された第１の偏光板と、前記第２の基板
の前記液晶層と反対側に配置された第２の偏光板と、を
有し、前記第１及び第２の基板間に形成される複数の画
素の夫々が反射領域と透過領域とを有する半透過型の液
晶表示装置であり、前記第２の基板と前記液晶層との間
には、内蔵位相差板が配置され、前記第１の基板と前記
第１の偏光板との間、または前記第２の基板と前記第２
偏光板との間、若しくはその両方には、視角補償フィル
ムが配置される液晶表示装置。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と、第２の基板と、
　前記第１及び第２の基板に挟持された液晶層と、
　前記第１の基板の前記液晶層と反対側に配置された第１の偏光板と、
　前記第２の基板の前記液晶層と反対側に配置された第２の偏光板と、を有し、
　前記第１及び第２の基板間に形成される複数の画素の夫々が反射領域と透過領域とを有
する半透過型の液晶表示装置であり、
　前記第２の基板と前記液晶層との間には、内蔵位相差板が配置され、
　前記第１の基板と前記第１の偏光板との間、または前記第２の基板と前記第２偏光板と
の間、若しくはその両方には、視角補償フィルムが配置される
液晶表示装置。
【請求項２】
　ＥＣＢ方式で構成される請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記視角補償フィルムはディスコティック液晶からなる高分子液晶フィルムで構成され
、
　前記ディスコティック液晶の配向方向はフィルム面に対して傾いており、かつ前記視角
補償フィルムの配置される側の前記液晶層の初期配向方向と直交する
請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の画素は赤，緑，青の画素で構成され、
　前記緑の画素又は前記青の画素における前記内蔵位相差板の位相差値よりも、
　前記赤の画素における前記内蔵位相差板の位相差値が大きい
請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記青の画素における前記内蔵位相差板の位相差値よりも、
　前記緑の画素における前記内蔵位相差板の位相差値が大きい
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記内蔵位相差板の位相差値は、
　前記赤，緑，青の画素のそれぞれにおいて、透過率が最も高い波長の１／４以下である
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記内蔵位相差板はハーフトーンマスク又はグレースケールマスクによって作られる
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記内蔵位相差板の厚みは前記赤，緑，青の画素において均一であり、
　前記内蔵位相差板の屈折率異方性は前記赤，緑，青の画素において異なる
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記第１の偏光板と前記第１の基板との間に配置される全ての光学フィルムの面内の位
相差が５０ｎｍ以下である
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２の偏光板と前記第２の基板との間に配置される全ての光学フィルムの面内の位
相差が５０ｎｍ以下である
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記内蔵位相差板は前記複数の画素の反射領域のみに配置される
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請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記内蔵位相差板の屈折率異方性は前記赤，緑，青の画素において均一であり、
　前記内蔵位相差板の厚みは前記赤，緑，青の画素において異なる
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記内蔵位相差板の厚みを調整する段差を有し、
　前記段差により、前記透過領域よりも前記反射領域における液晶層が薄く構成される
請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記視角補償フィルムはディスコティック液晶からなる高分子液晶フィルムで構成され
、
　前記ディスコティック液晶の配向方向はフィルム面に対して傾いており、かつ前記視角
補償フィルムの配置される側の前記液晶層の初期配向方向と直交する
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　ＶＡ方式で構成される請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記視野角補償フィルムはネガティブＣプレートである
請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記複数の画素は赤，緑，青の画素で構成され、
　前記緑の画素と前記青の画素における前記内蔵位相差板の位相差値よりも、
　前記赤の画素における前記内蔵位相差板の位相差値が大きい
請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記青の画素における前記内蔵位相差板の位相差値よりも、
　前記緑の画素における前記内蔵位相差板の位相差値が大きい
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記内蔵位相差板の位相差値は、
　前記赤，緑，青の画素のそれぞれにおいて、透過率が最も高い波長の１／４以下である
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記内蔵位相差板はハーフトーンマスク又はグレースケールマスクによって作られる
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記内蔵位相差板の厚みは前記赤，緑，青の画素において均一であり、
　前記内蔵位相差板の屈折率異方性は前記赤，緑，青の画素において異なる
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記第１の偏光板と前記第１の基板との間に配置される全ての光学フィルムの面内の位
相差が５０ｎｍ以下である
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　前記第２の偏光板と前記第２の基板との間に配置される全ての光学フィルムの面内の位
相差が５０ｎｍ以下である
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２４】
　前記内蔵位相差板は前記反射領域のみに配置される
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請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記内蔵位相差板の屈折率異方性は前記赤，緑，青の画素において均一であり、
　前記内蔵位相差板の厚みは前記赤，緑，青の画素において異なる
請求項１７に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記内蔵位相差板の厚みを調整する段差を有し、
　前記段差により、前記透過領域よりも前記反射領域における液晶層が薄く構成される
請求項２５に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に半透過型液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、反射型と透過型の両表示機能を兼ね備えた半透過型の液晶表示装置の開発が進ん
でいる。半透過型液晶表示装置は、明るい環境ではバックライトを消灯することで、消費
電力を低減できる。また暗い環境ではバックライトの点灯により視認可能となる。つまり
様々な照明環境下においての使用が想定される携帯電話やデジタルカメラ等の携帯機器の
液晶表示装置に好適である。
【０００３】
　半透過型液晶表示装置は、画素内に透過領域と反射領域を独立に配置し、それぞれのリ
タデーションを最適に設計する必要がある。これは、反射領域に段差を設け、反射領域の
液晶層の厚さを透過領域の液晶層の厚さのおよそ半分にすることで、達成している。また
、透過部の光学特性と反射部の光学特性を一致させるために、λ／４板（ここでλは光の
波長を示している）の位相差フィルムを必要としている。
【０００４】
　位相差フィルムの技術としては、下記特許文献１，特許文献２がある。特許文献１では
液晶セル内に位相差フィルムを内蔵する構成が記載されており、また特許文献２にはλ／
２板とλ／４板を組み合わせて広帯域円偏光板として用いる構成が記載されている。
【０００５】
　更に、反射型ＴＮ（Twisted Nematic）方式の液晶表示装置に位相差フィルムを用いた
技術としては、下記特許文献３がある。特許文献３には、内蔵する位相差板のリタデーシ
ョンを各色画素毎で調整し、各波長においてλ／４になるようにする方法が提案されてい
る。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－２７９９５６号公報
【特許文献２】特開平５－１００１１４号公報
【特許文献３】特開２００４－２０５８０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ＥＣＢ（Electrically Controlled Birefringence）方式，ＶＡ(Vertical Alignment)
方式，ＴＮ方式等の半透過型液晶表示装置においては、反射の黒表示時の色付きの軽減，
高反射コントラスト比，薄型化の観点から、内蔵位相差板を適用することが期待される。
上記特許文献１－３には、半透過型の液晶セル内に、どのように内蔵位相差板を適用する
かについて記載はなく、反射コントラスト等が十分でないという問題があった。
【０００８】
　本発明はこのような観点からなされたものであり、その目的は、各表示方式の半透過
ＬＣＤにおいて、反射の黒表示時の色付きを軽減し、高反射コントラスト比を達成し、従
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来よりも薄型の液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、第１の基板と、第２の基板と、前記第１及び第２の基板に
挟持された液晶層と、前記第１の基板の前記液晶層と反対側に配置された第１の偏光板と
、前記第２の基板の前記液晶層と反対側に配置された第２の偏光板と、を有し、前記第１
及び第２の基板間に形成される複数の画素の夫々が反射領域と透過領域とを有する半透過
型の液晶表示装置であり、前記第２の基板と前記液晶層との間には、内蔵位相差板が配置
され、前記第１の基板と前記第１の偏光板との間、または前記第２の基板と前記第２偏光
板との間、若しくはその両方には、視角補償フィルムが配置される液晶表示装置の構成を
とる。
【００１０】
　ここで内蔵位相差板とは、後の実施例で詳述されるように、光学的に位相差を有した層
であり、液晶セル内に配置するものを指す。また、視角補償フィルムとは、表示装置の視
角特性を補償するためのフィルムを指す。
【００１１】
　また、本発明では上記構成において、表示装置がＥＣＢ方式又はＶＡ方式である構成を
とる。
【００１２】
　ここで、ＥＣＢ方式とは、電圧無印加時に液晶層の液晶分子の軸が前記第１及び第２の
基板に対してほぼ水平に配向し、電圧印加時に液晶分子が基板に対し垂直方向へ回転する
方式をいう。また、ＶＡ方式とは、電圧無印加時に液晶層の液晶分子の長軸が前記第１お
よび第２の基板に対しほぼ垂直に配向し、電圧印加時に液晶分子が基板に対し水平方向へ
回転する方式をいう。
【００１３】
　また、上記ＥＣＢ方式においては、前記視角補償フィルムはディスコティック液晶から
なる高分子液晶フィルムで構成され、前記ディスコティック液晶の配向方向はフィルム面
に対して傾いており、かつ前記視角補償フィルムの配置される側の前記液晶層の初期配向
方向と直交する構成をとる。更に、上記ＶＡ方式においては、前記視野角補償フィルムは
ネガティブＣプレートである構成をとる。
【００１４】
　また、前記複数の画素は赤，緑，青の画素で構成され、前記緑の画素と前記青の画素に
おける前記内蔵位相差板の位相差値よりも、前記赤の画素における前記内蔵位相差板の位
相差値が大きい液晶表示装置の構成をとる。更に、この場合において、前記青の画素にお
ける前記内蔵位相差板の位相差値よりも、前記緑の画素における前記内蔵位相差板の位相
差値が大きい液晶表示装置の構成をとる。
【００１５】
　また、上記赤，緑，青の画素で位相差値を変える構成において、前記内蔵位相差板の位
相差値は、前記赤，緑，青の画素のそれぞれにおいて、透過率が最も高い波長の１／４以
下である構成をとる。また、前記内蔵位相差板はハーフトーンマスク又はグレースケール
マスクによって作られる構成をとる。また、前記内蔵位相差板の厚みは前記赤，緑，青の
画素において均一であり、前記内蔵位相差板の屈折率異方性は前記赤，緑，青の画素にお
いて異なる構成をとる。また、前記第１の偏光板と前記第１の基板との間に配置される全
ての光学フィルムの面内の位相差が５０ｎｍ以下である構成をとる。また、前記第２の偏
光板と前記第２の基板との間に配置される全ての光学フィルムの面内の位相差が５０ｎｍ
以下である構成をとる。
【００１６】
　また、前記内蔵位相差板は前記反射領域のみに配置される構成をとる。また、この構成
において、前記内蔵位相差板の屈折率異方性は前記赤，緑，青の画素において均一であり
、前記内蔵位相差板の厚みは前記赤，緑，青の画素において異なる構成をとる。また、前
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記内蔵位相差板の厚みを調整する段差を有し、前記段差により、前記透過領域よりも前記
反射領域における液晶層が薄く構成される構成をとる。
【発明の効果】
【００１７】
　各表示方式の半透過ＬＣＤにおいて、反射の黒表示時の色付きを軽減し、高コントラス
ト比を達成し、従来よりも薄型の液晶表示装置を提供することである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を説明する。
【実施例１】
【００１９】
　本実施例において図面を参照して説明する。
【００２０】
　本実施例は、液晶分子が電圧無印加持に基板に対して水平に配向し、電圧印加時に基板
に対して垂直方向へ液晶が回転するＥＣＢ方式の半透過液晶表示装置において、視野角補
償用のフィルムを使用し、液晶セル内部に位相差板を内蔵することを特徴としている。以
下、液晶セル内部へ配置した位相差板のことを内蔵位相差板と呼ぶ。本実施例は、半透過
ＥＣＢ－ＬＣＤにおいて、内蔵位相差板を用いて半透過ＬＣＤを達成することができるた
めに、従来よりも薄型化が可能となる。
【００２１】
　図１は本実施例の液晶表示装置の断面概略図を示している。液晶表示装置は、一対の偏
光板３２ａ，３２ｂと、視角補償フィルム３５と、液晶セル３３と、バックライトユニッ
ト３４とを有する。
【００２２】
　偏光板３２ａ，３２ｂは、ヨウ素を吸着させ延伸したPoly Vinyl Alcohol（以下ＰＶＡ
と呼ぶ）層とそれを保護する保護フィルムによって構成される。
【００２３】
　視角補償フィルム３５は光学的な視角補償を行うためのフィルムであり、視角補償フィ
ルム３５の厚さ方向に対して、連続的に屈折率分布が変化しているものが望ましい。具体
的には、図２に示したような、ディスコティック液晶もしくは棒状のネマティック液晶が
片側基板ではほぼ基板に水平に配向しているが、もう一方の基板に向かって、それぞれの
分子が立ち上がるような形状をしていることが望ましい。図１には視角補償フィルムを一
枚記載しているが、これに限った事ではなく、液晶セルの両側に二枚配置しても良い。
【００２４】
　外付け位相差板３７は、反射部と透過部の光学特性を略一致させるために、配置される
。外付け位相差板は略λ／４の位相差を持つことが望ましい。外付け位相差板３７は、ポ
リカーボネートやノルボルネン系樹脂等の材料が用いられる。
【００２５】
　位相差板３８ａ，３８ｂは、広帯域円偏光板を達成するために配置される。位相差板
３８ａ，３８ｂは、略λ／２の位相差を持つことが望ましく、ポリカーボネートやノルボ
ルネン系樹脂の材料が用いられる。
【００２６】
　バックライトユニット３４は、光源であるＬＥＤと導光板，拡散板等によって構成され
る。ＬＥＤは白色が好ましいが、ＲＧＢ三色のＬＥＤを使用することもできる。尚、バッ
クライトユニット３４は、液晶セル３３を裏面から照明することができるものであれば良
く、光源や構造はこれに限定されるものではない。例えば、光源としてＣＣＦＬを使用し
ても本発明の効果は得られる。
【００２７】
　図３は液晶セル３３の平面構造の断面図を示している。図３（ａ）がＴＦＴ（薄膜トラ
ンジスタ）基板側を示し、図３（ｂ）がＣＦ基板側を示す。
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【００２８】
　ＴＦＴ基板側には、複数の走査配線１０及び複数の信号配線１１に囲まれた領域に画素
電極１２が配置する。反射電極１６が配置することにより、画素領域には透過領域（矢印
Ｔで表示）及び反射領域（矢印Ｒで表示）が形成される。また各画素には、各画素に印加
される電圧を制御するためのＴＦＴが配置する。このＴＦＴにおけるソース電極１５と画
素電極１２とのコンタクトをとるため、コンタクトホール１８が形成される。一方ＣＦ基
板には、ブラックマトリクス２１及び共通電極２２が配置する。
【００２９】
　図４，図５はそれぞれ図３（ａ）におけるＡ－Ａ′間，Ｂ－Ｂ′間の断面概略図を示し
たものである。液晶セル３３は、第１の基板１３と第２の基板２３に挟持された液晶層
３１によって構成されている。
【００３０】
　液晶層３１は液晶分子の長軸方向の誘電率がその短軸方向よりも大きい正の誘電異方性
を示す液晶組成物から構成される。液晶層３１の液晶材料は室温域を含む広い範囲でネマ
ティック相を示すものを用いる。液晶配向は、ホモジニアス配向をしていることが望まし
い。また、ＴＦＴを用いた駆動条件、例えば解像度がＱＶＧＡ（ライン数２４０本）、駆
動周波数６０Ｈｚにおいて、保持期間中に透過率を充分に保持し、フリッカを生じないだ
けの高抵抗率を示すものを使用する。つまり、液晶層３１の抵抗率は１０12Ωcm2以上が
望ましく、特に１０13Ωcm2以上であることが望ましい。
【００３１】
　第１の基板１３は、液晶層側の最表面に配向膜１７ａが配置され、次に画素電極１２が
配置される。反射部においては、配向膜１７ａと画素電極１２の間に反射電極１６が配置
される。反射電極１６は画素電極１２の下に配置してもかまわないが、反射電極１６は画
素電極１２に対して液晶層側に配置してあった方が、反射率が高くなる。第１の基板１３
条には信号配線１１、及び絶縁膜１４が配置する。
【００３２】
　第２の基板２３には、液晶側に赤色のカラーフィルタ２４ａ，緑色のカラーフィルタ
２４ｂ，青色のカラーフィルタ２４ｃが配置され、画素と画素の間や透過部と反射部の間
にブラックマトリクス２１が配置される。カラーフィルタ２４の液晶層側には、平坦化層
２８，内蔵位相差板２５，保護膜２７が配置され、さらに液晶側に共通電極２２が配置さ
れる。
【００３３】
　また、反射部には共通電極２２と保護膜２７の間に、段差部２６が配置される。共通電
極２２の液晶側には配向膜１７ｂが配置される。
【００３４】
　第１の基板１３及び第２の基板２３は、光が透過するために透明であり、例えば、ガラ
スや高分子フィルムを用いることができる。高分子フィルムは、特にプラスティックやポ
リエーテルサルホン（以下ＰＥＳと呼ぶ）が望ましい。しかしプラスティックやＰＥＳは
、空気を通過させてしまうために、基板表面にガスバリアを形成する必要がある。ガスバ
リアはシリコンナイトライドの膜によって形成されることが望ましい。
【００３５】
　配向膜１７は、基板表面の液晶分子を水平に配向させる機能を有する。配向膜１７はポ
リイミド系有機膜であることが望ましい。
【００３６】
　図６は画素表示領域を構成するマトリクス状に配置された画素の等価回路を示す図であ
る。図７は、図３のＣ－Ｃ′間の断面概略図である。
【００３７】
　図６において、画素領域には複数の信号配線１１と複数の走査配線１０を有する。信号
配線１１と走査配線１０に囲まれている領域が画素であり、その信号配線と走査配線とは
、ほぼ直交して配置され、それらの交差部に少なくとも一つのＴＦＴ１９を有する。この
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ＴＦＴ１９はコンタクトホール１８と接続され、図４には示されていないが、コンタクト
ホール１８は画素電極１２と接続されている。また、一画素に少なくとも一つの蓄積容量
３６を配置し、保持された画像信号がリークすることを防止する。
【００３８】
　なお、ここでは一画素内にＴＦＴ１９を用いたアクティブマトリクス駆動を例にとって
説明しているが、本実施例はパッシブマトリクス駆動でも同様な効果が得られる。ＴＦＴ
１９は逆スタガ構造であり、そのチャネル部には蓄積容量３６を有している。
【００３９】
　図７において、信号配線１１は、液晶層３１を制御するための電圧信号が印加され、走
査配線１０には、ＴＦＴ１９を制御するための信号が印加される。ソース電極１５は、画
素電極１２とコンタクトホール１８を介して接続されている。これら信号配線１１及び走
査配線１０，ソース電極１５の材料は、低抵抗な導電性材料であることが望ましく、例え
ば、クロム，タンタル－モリブデン，タンタル，アルミニウム，銅などが望ましい。
【００４０】
　画素電極１２は、液晶層３１に電界を印加するために配置される。画素電極１２は透明
な導電性材料からなり、例えばインジウム錫酸化物（ＩＴＯ）や酸化亜鉛（ＺｎＯ）が用
いられる。
【００４１】
　反射電極１６は、第２の基板２３側から入射する外光を反射するために設けられる。反
射電極１６は、入射してきた外光を拡散させるために、凹凸を有している。この凹凸は反
射電極１６のみに有していても良いが、本実施例では図１に示したように、絶縁膜１４ａ
に凹凸を作り、それにより反射電極１６に凹凸をつけている。また、反射電極１６は、透
過領域と同電位とするために、画素電極１２と接続されるため、反射領域の画素電極とし
ての役割も果たすことができる。反射電極１６は、導電性高い金属で形成される。特に、
反射電極１６は可視領域における反射率が高く、導電性にも優れている、銀，アルミニウ
ムなどが望ましい。
【００４２】
　カラーフィルタ２４は、画素毎に赤，緑，青のいずれかの光が透過する赤の領域／緑の
領域／青の領域を配列するものである。例えばこのような配置は、ストライプ配列やデル
タ配列などがある。
【００４３】
　ブラックマトリクス２１は、隣接画素からの光漏れや、反射部に配置されている段差部
２６のテーパー部による光漏れなどを遮断するために配置される。ブラックマトリクス
２１に用いられる材料は、金属などの不透明材料を用いることができ、クロム，タンタル
－モリブデン，タンタル，アルミニウム，銅などが望ましい。
【００４４】
　平坦化層２８は、カラーフィルタ作製時に発生する凸凹を平坦化するために設けられて
いる。平坦化層２８はアクリル性樹脂などを用いることが望ましい。
【００４５】
　内蔵位相差板２５は、反射表示の光学特性を透過表示の光学特性に近づけるために配置
される。内蔵位相差板２５は、液晶高分子からなるため、有機高分子フィルムを延伸して
作製した位相差板と比較して分子の配向性が高く、液晶層３１と同程度の配向性を有する
。そのため、内蔵位相差板２５のΔｎは、外付けの位相差板よりもはるかに大きく、分子
構造並びに製造条件を適宜調整すれば液晶層３１と同程度もしくはこれ以上にすることが
できる。外付けの位相差板の層厚は数十μｍもあり液晶層厚の１０倍近くになるが、液晶
高分子を用いれば内蔵位相差板２５の層厚を大幅に減少可能である。よって、外付けの位
相差板を用いている従来方式に比べ、液晶パネルの厚さを大幅に減少させることが可能と
なる。
【００４６】
　内蔵位相差板２５は、配向膜を塗布した基板をラビングする。そこにジアクリル系液晶
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混合物を光反応開始剤と共に有機溶媒に溶かして、スピンコートもしくは印刷等の手段で
塗布する。塗布直後は溶液状態であるが、溶媒を蒸発させながら位相差層配向膜の配向方
向に沿って配向させる。これに紫外線を照射して分子末端のアクリル基同士を重合させる
。このとき酸素は重合反応の阻害要因となるが、光反応開始剤の濃度が充分であれば光反
応が充分な早さで進行する。もしここで、内蔵位相差板をパターニングする必要があれば
、マスク等を利用しパターニングしたい部分には光を照射せずに、有機溶媒によって現像
することによって必要なところにのみ内蔵位相差板を配置することができる。以上により
、液晶層における配向状態を概略保ったまま固体化して位相差層を形成する。これ以後、
位相差層は保護膜形成，配向膜形成の各プロセスで過熱される。高温状態に置かれること
で位相差値が減少するが、位相差値の現状は高温状態の温度が一定であれば高温状態にお
かれる時間の長さにほぼ比例するため、これを勘定して初期の位相差値を設定すればよい
。本実施例で用いられる内蔵位相差板の位相差値は少なくともλ／４よりは小さいことが
望ましい。これは、黒を表示するときに液晶に残留する位相差を考慮しなければならない
ためである。
【００４７】
　保護膜２７は内蔵位相差板２５が液晶層３１にしみ出てこないように液晶層３１を保護
するために、配置されている。保護膜２７は平坦化層２８と同様なアクリル性樹脂などを
用いることが望ましい。
【００４８】
　共通電極２２は、透明な導電性材料からなり、例えばインジウム錫酸化物（ＩＴＯ）や
酸化亜鉛（ＺｎＯ）が用いられる。
【００４９】
　段差部２６は、透過部と反射部の光学応答をほぼ一致させるために配置される。段差部
２６はレジスト材料などを用いる事が望ましい。
【００５０】
　以上説明した本実施例の、偏光板，位相差板，液晶配向などの軸配置とそのときの位相
差値について表１の実施例１Ａに示した。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
　表１（ａ）は軸配置、（ｂ）は位相差値を示している。尚、軸配置は、表１の実施例
１Ａとすることが望ましいがこれに限ったものでない。
【００５３】
　本実施例は従来は外付けで位相差板を用いていた半透過ＥＣＢ－ＬＣＤの位相差板を液
晶セル内に内蔵し、視野角補償フィルムを用いることで、従来の半透過ＥＣＢ－ＬＣＤよ
りも薄型化することが可能である。
【００５４】
　さらに、透過部の内蔵位相差板をパターニングし、図１で示した外付け位相差板３７及
び位相差板３８ａ，３８ｂを除去することで、更なる薄型化と透過コントラスト向上を達
成することができる。この構成について、図８および図９を用いて説明する。
【００５５】
　図８は本実施例の液晶表示装置の断面概略図を示している。また図９は透過部の断面概
略図を示している。また反射部の断面概略図は図４と同様であるために、ここでは省略す
る。
【００５６】
　内蔵位相差板のパターニング方法については上述した。この他の方法として、ジアクリ
ル系液晶混合物を塗布した段階で加熱し等方層にし、この状態でパターニングしたい部分
のみに光を照射する。光が照射された部分は等方層のまま固体化するので、位相差値が略
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ゼロとなり、パターニングした場合と同様な効果を得ることもできる。
【００５７】
　図１と異なり外付け位相差板３７及び位相差板３８ａ，３８ｂが除去されているため、
図８に示すように、液晶セル３３，一対の偏光板３２ａ，３２ｂ，視角補償フィルム３５
，バックライトユニット３４で構成される。さらに、図９に示したように、透過部には内
蔵位相差板が配置されていない。
【００５８】
　次に内蔵位相差板をパターニングした場合に液晶表示装置が明暗表示するための条件に
ついて説明する。偏光板，位相差板，液晶の軸配置について表１の実施例１Ｂに示した。
表１の実施例Ｂよりわかるように、透過部には視角補償フィルム以外の位相差板が配置さ
れていないことがわかる。本実施例では図２に示したような視角補償フィルムを用いてい
る。図２に示したような視角補償フィルムは、微少ではあるが基板法線方向から観測した
際に面内に位相差を生じる。例えば、図２（ａ）に示したようなフィルムの場合、一般的
には２０乃至３０ｎｍの面内の位相差を持つ。また、液晶層３１は電圧無印加時には約λ
／２の位相差を持ち、閾値より十分に高い電圧を印加した際は基板表面付近に残留する位
相差のみを持つ（今後この位相差を残留位相差と呼ぶ）。図２（ａ）中に示したスタンプ
軸と呼ばれる軸と、液晶配向軸は平行に配置されるために、視角補償フィルムの正面位相
差の遅相軸と、液晶にある電圧を印加した際の残留位相差の遅相軸は互いに直交する関係
で配置される。よって、この二つの位相差を等しい状態になるように液晶に電圧を印加す
ることによって、互いの位相差は打ち消され、完全な黒表示を達成することができる。
【００５９】
　また、最適な内蔵位相差板の最適値の値が異なる。これは、従来法や実施例１Ａの場合
は、透過と反射を両立するために位相差板を用いている。一方、実施例１Ｂは反射部のみ
を考慮すればよいためである。
【００６０】
　本実施例は透過部の外付け位相差板３７と、位相差板３８が無くなったために、薄型化
が可能であり、透過部に内蔵位相差板２５が無くなったために、軸の合わせずれや位相差
ばらつきによるコントラスト比低減が無くなるために、透過コントラストを向上させるこ
とができる。
【実施例２】
【００６１】
　次に本発明の液晶表示装置の他の実施例について説明する。
【００６２】
　本実施例は内蔵位相差板を利用して、外付けの位相差板を必要としない半透過ＥＣＢの
液晶表示装置において、反射部に内蔵されている位相差板の位相差値が青と緑は等しく赤
のみが異なっている、もしくは赤，青，緑の三色とも異なっていることを特徴としている
。またこのとき、各色画素に内蔵される位相差板の位相差値は、λ／４の関係にならない
ことを特徴としている。本実施例によって、黒表示時の反射の色を改善することができ、
反射コントラスト比を向上させることができる。
【００６３】
　本実施例の液晶表示装置の断面構造は図８と同様であり、透過部の断面概略構造は図９
と同様である。本実施例と実施例１との変更点のみを図１０を用いて説明する。図１０は
反射部の断面概略図であり、実施例１の図４に対応する。図４と異なり図１０では、赤画
素領域に設けられた（赤色のカラーフィルタ２４ｒに対応する位置に設けられた）内蔵位
相差板２５ｒ，緑画素領域に設けられた（緑色のカラーフィルタ２４ｇに対応する位置に
設けられた）内蔵位相差板２５ｇ，青画素領域に設けられた（青色のカラーフィルタ24ｂ
に対応する位置に設けられた）２５ｂの位相差値を変える構成をとる。
【００６４】
　通常、半透過型ＬＣＤに用いられるカラーフィルタは、反射率を向上させるために、反
射部のカラーフィルタの一部に穴を開けていることが多い。これによって、反射の色再現
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性は低下するが、反射率は向上する。しかしながら本実施例のように、各色画素毎に内蔵
位相差板の位相差値を最適化することによって、黒を表示する際には、上述したような穴
が開けられているカラーフィルタを用いると表示品位が低下する。よって、本実施例に用
いられる赤色のカラーフィルタ２４ｒ，緑色のカラーフィルタ２４ｇ，青色のカラーフィ
ルタ２４ｂは、良好な黒表示を得ながら反射率を向上させるために、反射部には穴を設け
ないことが望ましい。しかしながら、色再現性が高い透過部のカラーフィルタと同様なカ
ラーフィルタを反射部にも使用すると、充分に高い反射率を得ることができない。よって
、この問題を解決するためには、反射部と透過部のカラーフィルタの厚さを変化させる。
つまり、反射部は透過部に比べて、カラーフィルタを薄くするが望ましい。
【００６５】
　従来、外付け位相差板を用いた場合は、例えばλ／４板を配置するとしても、ＲＧＢ画
素すべてにおいて、このλ／４の条件を満たすことは不可能であった。そこで、ＲＧＢ画
素のうち二つ、もしくはすべての位相差値を独立に制御することで、二つもしくはすべて
の色画素において理想的な条件を満たすことが可能となる。位相差板の軸配置と位相差値
は表１の実施例２に示した。ここで、ＲＧＢ画素の二つを最適化する場合は、緑と青は等
しく、赤は独自に最適化することが望ましい。この理由について図１１を用いて説明する
。
【００６６】
　図１１は一般的なカラーフィルタの透過スペクトルを示している。縦軸を透過率、横軸
を波長としており、それぞれ赤色，緑色，青色に対応するスペクトルを表している。図か
らもわかるように、青のカラーフィルタは４５０ｎｍ付近にピークを持つが、赤のカラー
フィルタは６００ｎｍ以上の光をほとんどすべて透過させてしまう。よって、緑を基準に
考えた際に、赤の方が光り漏れの量が大きくなることが予想されるために、赤は独立して
位相差値を制御することが望ましい。
【００６７】
　本実施例の効果を確認するために、反射特性の理論計算を行った。液晶のΔｎは0.07、
Δεは７と仮定し、電圧無印加時に液晶の位相差が略１４０ｎｍとなるように設計した。
（Δｎ＝０.０７（波長５５０ｎｍのとき）、セルギャップは２.０μｍ）。この条件の場
合、各色画素の内蔵位相差板の位相差値は、それぞれＲIN-Rは波長６５０ｎｍにおいて略
１３６ｎｍ、ＲIN-GおよびＲIN-Bは波長５５０ｎｍにおいて略１１２ｎｍとなることが望
ましい。もし青の画素も独立に制御するとするならば、ＲIN-Bは４５０ｎｍにおいて略
９５ｎｍとなることが望ましい。ここで、ＲIN-R、ＲIN-G、ＲIN-B、はそれぞれ赤，緑，
青の画素に配置される内蔵位相差板２５の位相差値である。これらの値は、各波長に対し
てλ／４になっていない。この条件で反射コントラスト比を計算したところ、実施例１Ｂ
の条件に比べ、２画素最適化の場合は反射コントラスト比が２倍、３画素最適化の場合は
４倍向上した。
【００６８】
　本実施例で用いるような内蔵位相差板を作製する方法について図１２を用いて説明する
。図１２は第２の基板２３の上に内蔵位相差板２５を形成する方法について説明する図で
あるために、カラーフィルタ２４などは省略した。まず第２基板２３の上に、位相差板を
形成するためのジアクリル系液晶混合物を配向させるための内蔵位相差板用配向膜３９を
塗布しラビングする。その上に、図１２（ａ）のようにジアクリル系液晶混合物をスピン
コートもしくは印刷等の手段で塗布する。塗布直後は溶液状態であるが、溶媒を蒸発させ
ながら位相差層配向膜の配向方向に沿って配向させる。これに紫外線を照射して分子末端
のアクリル基同士を重合させる。このとき、ハーフトーンマスクやグレースケールマスク
、もしくは場所毎に光の強度を変えることによって、図１２（ｂ）のようにある部分毎に
紫外線の照射強度を変化させる。この結果、光の照射強度が充分に強い部分は、液晶分子
が完全に結合されているが、光の強度が弱い部分は液晶分子が結合していない部分が存在
する。ある程度結合されているので、有機現像時は何れの部分も残存する。しかしながら
、加熱プロセスを受けた後の配向状態は図１２（ｃ）のように、照射量の少ない部分は結
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合が不完全なために、配向がより乱れている。この結果、光の照射強度によって内蔵位相
差板の屈折率異方性を制御することができるために、色画素毎に位相差値を制御すること
ができる。この方法は、光照射時に熱プロセスを必要とせず、さらに照射も一度で済むた
めに、プロセス行程が増えることはない。また、位相差層の厚さも一定で形成することが
できる。
【００６９】
　以上より、本実施例の構成によって、外付けの位相差板を使用しないのにもかかわらず
、反射コントラスト比を高めることができ、さらに薄型化を達成することができる。また
、透過部には位相差板が配置されないので、軸ずれや位相差値ばらつきなどによる位相差
板起因の透過コントラスト比低下を防ぐことができる。また、ハーフトーンマスクやグレ
ースケールマスクを使用することで、プロセス行程を増やすことなく、また位相差板に段
差が付くことなく、位相差値を制御することができる。
【００７０】
　さらに、内蔵位相差板を作製する際に、材料を選択することで図１３に示したように、
位相差板の屈折率分布が厚さ方向に対して連続的に変化させることができる。この結果、
反射光の視角特性を改善することができる。このとき、内蔵位相差板２５の正面位相差は
色画素毎に異なっている。また、図１３には液晶は棒状のネマティック液晶を示している
が、ディスコティック液晶のような形状をしていても良い。
【００７１】
　図１３に示したような位相差板は、空気界面において液晶が垂直配向するような材料を
使用することで作製することができる。
【実施例３】
【００７２】
　次に本発明の液晶表示装置の他の実施例について説明する。
【００７３】
　本実施例は、内蔵する位相差板の位相差値を屈折率異方性ではなく厚さによって制御す
ることによって、実施例２で述べた効果と同様な効果を得ることができる。
【００７４】
　本実施例と実施例２との変更点のみを図１４を用いて説明する。図１４は本実施例で用
いる第２の基板２３の断面図である。図１４では内蔵位相差板２５の形状を説明するため
にカラーフィルタ２４などは省略した。第２の基板２３には、内蔵位相差板２５の厚さを
制御するために内蔵位相差板用の段差４０が配置されている。
【００７５】
　内蔵位相差板用の段差４０は、有機絶縁膜などを用いることが望ましい。また、段差を
作るためにはグレースケールマスクやハーフトーンマスクを用いて光を照射し、エッチン
グをする方法や、エッチングしたい部分のみに光を照射しエッチングする方法などがある
。まだこの内蔵位相差板用の段差４０は、段差部２６を兼ねることもできる。
【００７６】
　以上より、本実施例の構成によって、実施例２と同様に外付けの位相差板を使用しない
のにもかかわらず、反射コントラスト比を高めることができ、さらに薄型化を達成するこ
とができる。
【実施例４】
【００７７】
　次に本発明の液晶表示装置の他の実施例について説明する。
【００７８】
　本実施例は、液晶分子が電圧無印加時に基板に対して垂直に配向し、電圧印加時に基板
に対して水平方向へ液晶が回転するＶＡ方式の半透過液晶表示装置において、視野角補償
フィルムを使用し、液晶セル内部に位相差板を内蔵することを特徴としている。本実施例
は、半透過ＶＡ－ＬＣＤにおいて、位相差板を内蔵し半透過ＬＣＤを達成することができ
るために、従来よりも薄型化が可能となる。
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【００７９】
　本実施例と実施例１との変更点のみを図１５乃至図１９を用いて説明する。図１５は本
実施例の液晶表示装置の断面概略図を示している。液晶表示装置は、一対の偏光板３２ａ
，３２ｂと、一対の視角補償フィルム３５ａ，３５ｂと、液晶セル３３と、バックライト
ユニット３４とを有する。
【００８０】
　視角補償フィルム３５ａ，３５ｂは光学的な視角補償を行うためのフィルムであり、黒
表示時に斜め方向から観察したときの光漏れを軽減するために配置される。視角補償フィ
ルム３５ａ，３５ｂは、面内において屈折率がほぼ等方性を有し、面内方向屈折率に比べ
、厚さ方向の屈折率が小さいネガティブＣプレートであることが望ましい。視角補償フィ
ルム３５はセルロースアセテート，セルロースアセテートブチレート等のセルロースアシ
レート類，ポリカーボネート，ポリオレフィン，ポリスチレン、ポリエステル等の材料を
使用することができる。総合的にみるとセルロースアシレート類が望ましく、特にセルロ
ースアセテートが望ましい。上下に配置された視角補償フィルム３５ａと視角補償フィル
ム３５ｂの厚さ方向のリタデーションＲｔｈはほぼ等しく、Ｒｔｈは略１００ｎｍである
ことが望ましい。Ｒｔｈは次式（１）で定義される。
【００８１】
【数１】

【００８２】
　ここでｎx，ｎy，ｎz は、屈折率楕円体の主軸方向の屈折率であり、ｎx，ｎyは、面内
方向の屈折率、ｎz は厚さ方向の屈折率を示している。またｄは位相差板（ここではネガ
ティブＣプレート）の厚さである。
【００８３】
　図１６および図１８は液晶セル３３の平面構造の断面図を示しており、図１７はＤ－
Ｄ′間の断面概略図を示している。また、図１９はＥ－Ｅ′間の断面概略図を示している
。
【００８４】
　ＶＡ方式の液晶表示装置には、配向制御するための突起やスリットが必要である。図
１６には配向制御用の突起２９を用いた場合、図１８には配向制御用のスリット３０を用
いた場合について示している。
【００８５】
　配向制御用の突起２９は、電界印加時に倒れる液晶分子の向きを規定するために配置さ
れる。垂直配向している液晶分子が電圧によって倒れる方向を規定する必要がある。ここ
では例えとして突起を使用しているが、これに限ったものではなく、例えば図１９に示し
たように電極スリットでも良い。配向制御用の突起２９の周辺部では、この配向制御用の
突起２９のエッジの傾きに応じて液晶層３１内の液晶分子の配向方向が基板法線方向に対
して傾く。配向制御用の突起２９は例えばアクリル系樹脂によって形成される。このアク
リル樹脂は、フォトエッチングにより突起を形成することができる。
【００８６】
　液晶層３１は液晶分子の長軸方向の誘電率がその短軸方向よりも小さい負の誘電異方性
を示す液晶組成物から構成される。液晶層３１の液晶材料は室温域を含む広い範囲でネマ
ティック相を示すものを用いる。また、ＴＦＴを用いた駆動条件、例えば解像度がQVGA
（ライン数２４０本）、駆動周波数６０Ｈｚにおいて、保持期間中に透過率を充分に保持
し、フリッカを生じないだけの高抵抗率を示すものを使用する。つまり、液晶層３１の抵
抗率は１０12Ωcm2以上が望ましく、特に１０13Ωcm2以上であることが望ましい。
【００８７】
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　配向膜１７は、基板表面の液晶分子を垂直に配向させる機能を有する。配向膜１７はポ
リイミド系有機膜であることが望ましいが、ＳｉＯ垂直蒸着膜，界面活性剤やクロム錯体
などでも良い。
【００８８】
　本実施例は、半透過ＶＡ－ＬＣＤにおいて、従来表示部側に配置されていた外付け位相
差板を液晶セル内部へ内蔵することによって、従来の半透過ＶＡ－ＬＣＤよりも薄型化す
ることが可能である。
【実施例５】
【００８９】
　次に本発明の液晶表示装置の他の実施例について説明する。
【００９０】
　本実施例は内蔵位相差板を利用して、従来必要であったλ／２板を持ちいらなくても反
射光の色変化の小さい半透過ＶＡ－ＬＣＤを達成することができる。これは、内蔵されて
いる位相差板の位相差値をそれぞれ色画素毎に異なる値を使用することで、反射光の色づ
きを軽減することができ、実施例４と比べるとさらなる薄型化が可能になる。
【００９１】
　本実施例と実施例４との変更点のみを図２０を用いて説明する。図２０は本実施例の液
晶表示装置の断面概略図を示している。液晶表示装置は、一対の偏光板３２ａ，３２ｂと
、一対の視角補償フィルム３５ａ，３５ｂと、液晶セル３３と、外付け位相差板３７と、
バックライトユニット３４とで構成されている。
【００９２】
　液晶セルの平面構造の断面図は図１６および図１８と同様である。また、液晶セルの断
面構造は、図１７および図１９の内蔵位相差板２５を除去した構成となる。
【００９３】
　本実施例では実施例２と同様に、各色画素毎に異なる位相差値を持つ内蔵位相差板を配
置することで、黒表示時の反射の色を改善することができ、反射コントラスト比を向上さ
せることができる。表２（ａ），（ｂ）にそれぞれ、本実施例と実施例４における位相差
板の軸配置と位相差値を示した。
【００９４】
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【表２】

【００９５】
　本実施例の効果を確認するために、反射特性の理論計算を行った。液晶のΔｎは0.105
、Δεは－４.８と仮定した。電圧無印加時の液晶のＲｔｈが略１７５ｎｍとなるように
設計した（Δｎｄ＝０.１０５(波長５５０ｎｍのとき)、セルギャップは１.６７μｍ）。
この条件の場合、各色画素の内蔵位相差板の位相差値は、それぞれ、ＲIN-Rは波長６５０
ｎｍにおいて略１５７ｎｍ、ＲIN-Gは波長５５０ｎｍにおいて略１３２ｎｍ、ＲIN-Bは波
長４５０ｎｍにおいて略１１５ｎｍとなることが望ましい。この条件で反射コントラスト
比を計算したところ、実施例４に比べ、反射コントラスト比が３倍向上した。
【００９６】
　以上より、本実施例の構成によって、外付け位相差板を使用せずに反射コントラスト比
を高めることができ、さらに薄型化を達成することができる。
【実施例６】
【００９７】
　次に本発明の液晶表示装置の他の実施例について説明する。
【００９８】
　本実施例は、液晶分子が電圧無印加時に基板に対して略平行に配向し、かつ、液晶の初
期配向はねじれ配向であり、電圧印加時に基板に対して垂直方向に液晶が回転するＴＮ方
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式の半透過液晶表示装置において、視野角補償フィルムを使用し、液晶セル内部に位相差
板を内蔵し、かつ内蔵される位相差板の位相差値は各色画素毎で異なっていることを特徴
としている。本実施例は、半透過ＴＮ―ＬＣＤにおいて、位相差板を内蔵するために薄型
化が可能であり、外付けの位相差板を使用する従来の半透過ＴＮ方式に比べ透過コントラ
スト比を向上させることができる。
【００９９】
　本実施例と実施例１との変更点のみを図２１を用いて説明する。図２１は本実施例の液
晶表示装置の断面概略図を示している。液晶表示装置は、一対の偏光板３２ａ，３２ｂと
、一対の視角補償フィルム３５ａ，３５ｂと、液晶セル３３と、バックライトユニット
３４とで構成されている。
【０１００】
　液晶層３１は略９０度ねじれて配向している。この配向は、第１の基板１３と第２の基
板２３にそれぞれ配置されている配向膜を互いに直交するようにラビングすることで達成
することができる。このとき、捻れ方向を決めるために、液晶にカイラル剤を添加しても
良い。
【０１０１】
　一対の偏光板３２ａ，３２ｂの吸収軸はそれぞれ互いに直交するように配置する。また
、内蔵される位相差板の遅相軸と偏光板の吸収軸は略４５度の角度を成すように配置する
。
【０１０２】
　一対の視角補償フィルム３５ａ，３５ｂは実施例１もしくは２に記載した視角補償フィ
ルムと同等なものが望ましい。このとき、図２に示した軸とそれぞれ近い方の偏光板の吸
収軸はそれぞれ平行に配置される。
【０１０３】
　本実施例では実施例２と同様に、各色画素毎に異なる位相差値を持つ内蔵位相差板を配
置することで、黒表示時の反射の色を改善することができ、反射コントラスト比を向上さ
せることができる。
【０１０４】
　本実施例の効果を確認するために、反射特性の理論計算を行った。液晶のΔｎは0.095
、Δεは５.２ と仮定した。電圧無印加時の反射部の液晶のリタデーションが略２００
ｎｍとなるように設計した（Δｎｄ＝０.００９９（波長５５０ｎｍのとき）、セルギャ
ップは２.０２μｍ ）。この条件の場合、各色画素の内蔵位相差板の位相差値は、それぞ
れ、ＲIN-Rは波長６５０ｎｍにおいて略１５１.４ｎｍ、ＲIN-G は波長５５０ｎｍにおい
て略１３８.０ｎｍ、ＲIN-Bは波長４５０ｎｍにおいて略１１５.４ｎｍとなることが望ま
しい。この条件で反射コントラスト比を計算したところ、内蔵位相差板のリタデーション
が一定の場合と比べて、反射コントラスト比が３倍向上した。
【０１０５】
　以上より、本実施例の構成によって、反射部に外付け位相差板を使用せずに反射コント
ラスト比を高めることができ、さらに薄型化を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】実施例１に係る液晶表示装置の断面概略図である。
【図２】実施例１などに必要な視角補償フィルムの概略図である。
【図３】実施例１に係る液晶セルの平面構造の断面図である。
【図４】図３に示したＡ－Ａ′間の断面概略図である。
【図５】図３に示したＢ－Ｂ′間の断面概略図である。
【図６】実施例１の画素表示領域を構成するマトリクス状に配置された等価回路を示す図
である。
【図７】図３に示したＣ－Ｃ′間の断面概略図である。
【図８】実施例１Ｂに係る液晶表示装置の断面概略図である。
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【図９】実施例１Ｂに係る図３に示したＢ－Ｂ′間の断面概略図である。
【図１０】実施例２に係る図３に示したＢ－Ｂ′間の断面概略図である。
【図１１】一般的なカラーフィルタの透過スペクトル。
【図１２】各色画素内で異なる位相差値を持つ内蔵位相差板を作製できる方法の概略図で
ある。
【図１３】実施例２に係る視角補償もできる内蔵位相差板の断面概略図である。
【図１４】実施例３に係る第２の基板の断面概略図である。
【図１５】実施例４に係る液晶表示装置の断面概略図である。
【図１６】実施例４に係る液晶セルの平面構造の断面図である。
【図１７】図１４に示したＤ－Ｄ′間の断面概略図である。
【図１８】実施例４に係るスリット構造の液晶セルの平面構造の断面図である。
【図１９】図１６に示したＥ－Ｅ′間の断面概略図である。
【図２０】実施例５に係る液晶表示装置の断面概略図である。
【図２１】実施例６に係る液晶表示装置の断面概略図である。
【符号の説明】
【０１０７】
１０　走査配線
１１　信号配線
１２　画素電極
１３　第１の基板
１４　絶縁膜
１５　ソース電極
１６　反射電極
１７　配向膜
１８　コンタクトホール
１９　ＴＦＴ
２０　半導体層
２１　ブラックマトリクス
２２　共通電極
２３　第２の基板
２４ｒ，２４ｇ，２４ｂ　カラーフィルタ
２５，２５ｒ，２５ｇ，２５ｂ　内蔵位相差板
２６　段差部
２７　保護膜
２８　平坦化層
２９　配向制御用の突起
３０　配向制御用のスリット
３１　液晶層
３２ａ，３２ｂ　偏光板
３３　液晶セル
３４　バックライトユニット
３５，３５ａ，３５ｂ　視覚補償フィルム
３６　蓄積容量
３７　外付け位相差板
３８ａ，３８ｂ　位相差板
３９　内蔵位相差板用配向膜
４０　内蔵位相差板用の段差
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